
NPO法人瀬戸内西部遊漁船協議会活動報告 

日 時  令和元年 7月 28日(日) 5:00～16:30     

                      

内 容  第３回松山沖タイラバ大会(釣り大会・清掃活動) 

 

参加者    総勢       164名 

大会参加者    121 名 

       協議会員     33名 

           大会協力者    10名 

   

競技船数           １4艇  

 

協賛 企業・団体・店舗    73 社 

協賛 個人                   2名 

 

報道機関   ＴＶ 「決定版！チョーさんの釣り情報」 

          テレビ愛媛 ８月１１日放送予定 

          高知さんさんテレビ ８月１８日放送予定 

  雑誌 「レジャーフィッシング 10月号」9月５日発売 

 

活動プログラム 

 05:00 駐車場解放 随時受付開始 

  06:00 開会式 (代表理事挨拶・趣旨説明・大会ルール説明)   

 06:30  乗船開始 

 07:00  各船スタート競技開始 

 09:00  清掃活動 

 13:30  競技船帰港 

  13:40  検量開始 

 14:25  安全セミナー 

 14:35  トークショー  

 14:55 来賓紹介 

15:10  表彰式 

 15:30  お楽しみ抽選会・じゃんけん大会 

 15:45  記念撮影 

 15:50  閉会式（副理事挨拶） 

 15:55  参加者解散    

  



＜活動内容＞ 

 梅雨明けとともに発生した台風６号の影響も心配されましたが、大会当日の朝は穏やかな

うす曇りの絶好の釣り日和。しかし競技開始後、時間とともに真夏の日差しが照り付け気温

が上昇。選手にとっては文字通り熱い戦いとなりました。 

 

 ６：05 開会式では井上 満代表理事より挨拶と趣旨

説明を行い、参加選手に協議会の活動内容を理解して

いただきました。その後大会実行委員長 片山尚志よ

り競技ルールの説明と共に選手への激励を行いまし

た。 

 

昨年の第２回大会では濃霧により競技開始が遅れましたが、今年は時間通りに選手の乗船

を開始。全船乗船完了した 7：00警笛を合図に一斉スタートになりました。 

 

9：00 より陸上スタッフ 8 名による大会会場周辺

及び海岸線清掃活動を約 1 時間行い大型ごみ袋 5 袋の

ゴミを収集しました。昨年の清掃時に比べさらにゴミが

少なくなっており、地域の方のや海岸を利用させる方々

のマナーの向上が感じられました。 

 

 

 

13：30堀江港に続々と競技船が帰港。 

桟橋に到着した船からは重たそうにクーラーを運ぶ参

加者や、知人と釣果を報告し合う声で堀江港が一気に活

気づき、今年も検量所には７０ｃｍを超える大型のマダ

イやヒラメなども持ち込まれていました。 

 



14：25からの松山海上保安部による安全セミナー 

 

 

 

 

 

 

14：35より、釣具メーカー７社のプロスタッフ・インストラクターによるトークショー

が行われ、選手として参加した松山沖の状況分析・新製品情報・業界噂話など楽しい話で盛

り上がりました。 

 

14：55来賓の NPO 法人瀬戸内東部遊漁船協議会事務局長 青

井サチコ様よりご挨拶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 15：00当日の運営にご協力いただいたスタッフの紹介。 

 

谷山商事株式会社     白石和之様 

シーフロアコントロール 玉乃井慎一様 

メガネ タカイ      高井智宏様 

フレンド松山店      田所貴儀様 

釣り天国         谷 晃雄様 

株式会社 START     松成陵二様 

ご協力ありがとうございました。 



15：00検量集計が終わり表彰式。 

プレゼンターとしてみっぴとエミリ

ーにご協力いただき賞品授与、そし

て記念写真をパチリ☆ 

 

 

お楽しみ抽選会・じゃんけん大会 



15：45記念撮影 

 

 

15：55濱本 誠副理事による閉会の挨拶をもって大会日程を終了しました。 

 

 

 

 

 

 

(総評) 

  NPO 法人瀬戸内西部遊漁船協議会の３回目の釣り大会の開催と言う事で、メーカー・釣

具店・一般企業・個人・漁協・堀江港周辺住民の方の多大なるご支援とご協力をいただき盛

大なイベントを開催することができました。心より感謝いたします。 

 尚、今回の収益金の一部は８月２２日に松山・尾道の２会場において開催予定の「第１回

わくわく瀬戸内体験！」での事業資金とさせていただきます。本事業は養護施設の児童、及

び一般の小中学生を招待し、釣り体験・稚魚放流・美化活動など海での原体験をプレゼント

するものです。 

 今後も、更なる協議会の活動の拡大と社会貢献、環境保全、安全釣行の普及啓発等行って

いきたいと思います。ありがとうございました。 


